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全国のHTLV-1キャリア数
（日赤の初回献血者データに基づく
抗体陽性者数推定）

１，０７９，０００人

地域 キャリア（推定） 地域別％

関東 128,300 10.8

九州・沖縄 607,300 50.9

平成2年度厚生省成人T細胞白血病の母児感染防止
に関する究ーATL及びHTLV-1の疫学研究
田島和雄ほか より改変

初回献血者でのHTLV-1陽性率から推定した
全国のHTLV-1キャリアの現状
厚生労働省山口班 佐竹正博
より改変 （平成１８、１９年）

地域 キャリア（推定） 地域別％

関東 190,600 17.3

九州・沖縄 492,500 41.4

1988年
→2007年

HTLV-1感染者分布の変化

大都市圏への人口の移動と
非浸淫地域への分布の拡散

近畿地区 20.3%

HTLV-１キャリアの現状－１
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WB陽性者数 推定年間 1,753名
判定保留者数 378名

妊婦健診で判明したHTLV-1感染者数 都道府県別推定値（2011年）
日本産婦人科医会、厚生労働科学研究「HTLV-1母子感染予防に関する研究：HTLV-1抗体陽性妊婦からの出生
児のコホート研究」（研究代表者 板橋家頭夫） による

妊婦健診において抗HTLV-1抗体スクリーニング検査陽性の妊婦は、続いて確認検査（Western Blot
法）を受ける。確認検査によって陽性／判定保留となる妊婦は年間2,000名を超えると推定され、九州・
沖縄のみでなく大都市圏に多いことがわかる。

HTLV-１キャリアの現状－１

大都市圏は九州地区
に匹敵する
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HTLV-１キャリアの現状－２

献血で年間１９００名

2006～2007年
日赤初回献血者データ

厚労科研山口班平成20年度研究総括報告書 佐
竹正博

都道府県
返信施設

数

スクリーニング検査 陽性率・判定保留率をもとに母子保健統計から計算した推定値

実施数 陽性者数
母子保健

統計
陽性者数 陽性率（％） 判定保留者数 判定保留率（％）

北海道 62 24795 40 40158 30 0.08 10 0.02 

青森県 19 5206 15 9711 9 0.10 2 0.02 

岩手県 31 7996 28 9745 15 0.16 4 0.04 

宮城県 38 10471 39 19126 27 0.14 6 0.03 

秋田県 19 3362 4 6688 4 0.06 0 0.00 

大分県 27 7660 36 10072 41 0.41 3 0.03 

宮崎県 26 7028 66 10217 87 0.85 5 0.05 

鹿児島県 33 9606 114 15124 176 1.16 4 0.02 

沖縄県 25 9458 102 17098 142 0.83 16 0.09 

合計 1857 694869 2202 1071179 1753 (0.16) 378 (0.03)

・
・
・

妊婦健診で
年間２１００名

日本産婦人科医会、厚生労働科学研究
「HTLV-1母子感染予防に関する研究：
HTLV-1抗体陽性妊婦からの出生児の
コホート研究」（研究代表者 板橋家頭夫）
による

妊婦検診で判明する抗体陽性者
年間推定数（2011年）
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HTLV-１キャリアの現状－２

献血

妊婦健診開

始以前の妊

娠時

検査

妊婦健診

確定

妊婦健診ス

クリーニング

陽性

妊婦健診判

定保留

他病で医療

機関

受診時

家族の感染

家族のATL

家族の

HAM/TSP
その他

初診時は
感染の

有無不明

HTLV-1感染の診断経緯

厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）
「HTLV-１キャリア・ATL患者に対する
相談機能の強化と正しい知識の普及の促進」石塚賢治、
宇都宮與、山野嘉久、内丸 薫 2014年

献血で年間１９００名

妊婦健診で年間２１００名

その他がほぼ同数として・・・

年間５０００～６０００名は新規に

HTLV-1キャリアと判明している

と推定される
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保健所におけるHTLV-1抗体検査と、相談指導の
実施体制の整備

HTLV-1キャリアやATL/HAM患者に対する相談
体制の整備

HTLV-１キャリア・ATL患者相談体制の骨子

6



0% 20% 40% 60% 80% 100%

対応経験なし70.6%

対応経験なし62.5%2012年度

2011年度

保健所における
キャリア対応

保健所に相談に行く？

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能

の強化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）H24年度報告書

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－１

全国495ヶ所保健所を対象とした郵送法による調査
回収率：64％（2011年度）63% （2012年度）

保健所が十分に利用されて
いない可能性

貴施設でHTLV-1キャリア、
関連疾患の相談対応の経験は
ありますか？
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ニーズがない？

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－１

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強

化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）総合研究報告書
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患者会(スマイルリボン）連携によるHTLV-1キャリア相談体制

についての意識調査

回答数222（回収率43.2％）のうち属性がキャリアである31名の回答

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強化と
正しい知識の普及の促進」（内丸班）H25年度報告書

55%

3%

29%

13%

保健所

どちらとも
言えない

無回答

病院 相談するとすればどちらが相談しやすいか？

22％

27％

76％

73％

0% 50% 100%

広報活動（ホームページや所内掲示などの一般向け広報）あり

広報活動なし

HTLV-1/ATL患者への対応の広報

2012年度

2011年度相談施設として病院を希望？

保健所が認知されていない？

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－１

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強

化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）総合研究報告書
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患者会(スマイルリボン）連携によるHTLV-1キャリア、ATL患者相談体制についての意識調査

実施時期：平成25年6月7日～平成25年7月10日 回収件数：222件（回収率：43.2％）
うちキャリア31人のデータ

Ｎ＝３１

厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）
「HTLV-１キャリア・ATL患者に対する相談機能の強化と
正しい知識の普及の促進」（内丸班）２０１4

Ｎ＝２１

現状がこのままであるとすれば相談体制に相談ニーズを
いかに結びつけるかが課題
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それでは病院は？

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－２

HTLV-1情報サービスウェブサイト掲載

「ＨＴＬＶ－1キャリア対応可能施設」417施設

有効回答数187（回収率 44．8％）

HTLV-1キャリアって言われたんですけど…

何しに来たんですか…？？？

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強
化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）H25年度報告書
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「キャリア対応」という言葉のイメージのずれ

医療機関におけるキャリア対応の標準的な形を示す必要がある。

同様に保健所、がん拠点病院も含めた相談内容の標準化のための

ツールと研修が必要である。

キャリア外来実態調査
東大医科研、聖マリアンナ医大、福岡大、今村病院分院
キャリア外来における相談内容など
（平成25年内丸班分担研究報告書 石塚賢治）

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－２

Q&A集の作成(2014年）
全国研修会の実施（2014年）
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HTLV-1関連疾患に関する情報

疾患や感染の知識

専門医や専門となる医療機関情報

検査方法や判定保留時の対応に関
する情報

HTLV-1キャリアのコミュニティーやカ
ウンセリングに関する情報

その他

育児、授乳方法に関する情報

あまりされていな

い 80%

ある程度されてい

る 20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

院内職員がATL患者、HTLV-1キャリアの相談窓口につ
いて認知していますか。

これまで一度もな

い

59%

年1～2件程度

30% 年10回程度以下

（月1回以下） 8%

月1～5回以下 1%

月5回を超える 1%

無回答・無効回

答 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最近1年間におけるATL患者、HTLV-1キャリアに対する
相談件数についてお答えください。

貴相談支援センター向けにATL
患者、HTLV-1キャリア向けの相
談支援の取り組みとして、どのよ
うな情報が必要ですか。

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談

機能の強化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）

Ｈ24年度Ｈ分担研究報告書 渡邊清高による

がん拠点病院相談支援センター
の現状

全国397がん拠点病院相談支援センターを対象とする郵送法に
よる調査 回答数246（回収率６２％）

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－２
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25%

68%

7%
知っている

知らない

無回答

がん拠点病院に相談支援センター
があるのを知っていますか？

18%

75%

7%
知っている

知らない

無回答

相談支援センターはATLについて
も相談にのってくれるのを知ってい
ますか？

がん診療連携拠点病院に関する意識調査

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）H25年度報告書

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－２

キャリア外来の整備

患者会(スマイルリボン）連携によるHTLV-1キャリア相談体制についての意識調査

回答数222（回収率43.2％）のうち属性がキャリアである31名の回答
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都道府県： 母子感染対策協議会の設置

HTLV-１キャリア・ATL患者相談体制の骨子

15



各栄養方法の主な長所と短所

栄養方法 人工栄養のみ 凍結母乳栄養 短期母乳栄養

長所

母乳を介した感染を予

防するにはもっとも確

実である

母乳栄養の利点をある程

度活かすことができる

母乳栄養の利点を活かす

ことが出来る

短所

母乳を全く飲ますこと

ができない

完全には母子感染を予

防できない

・データ数が少なく十分

には安全性が確立してい

ない

・手間がかかる

・データ数が少ない。

・一度開始した母乳栄養

を確実に止めることが困

難な場合がある

平成22年度「HTLV-1の母子感染予防対策保健指導マニュアル（改訂版）
山野嘉久改変

授乳中のお母さんのフォロー

HTLV-１キャリア・ATL相談対応の現状－３
都道府県母子感染対策協議会

1ヶ月検診以降、産科のフォローを離れたお母さんを
いかにしてサポートしていくか

地域に根差したサポート体制が必要
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Ｈ24年度厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）

分担研究報告書 斎藤滋による 17



1ヶ月検診以降、産科のフォローを離れたお母さんを
いかにしてサポートしていくか

地域に根差したサポート体制が必要

各栄養方法の主な長所と短所

栄養方法 人工栄養のみ 凍結母乳栄養 短期母乳栄養

長所

母乳を介した感染を予

防するにはもっとも確

実である

母乳栄養の利点をある程

度活かすことができる

母乳栄養の利点を活かす

ことが出来る

短所

母乳を全く飲ますこと

ができない

完全には母子感染を予

防できない

・データ数が少なく十分

には安全性が確立してい

ない

・手間がかかる

・データ数が少ない。

・一度開始した母乳栄養

を確実に止めることが困

難な場合がある

平成22年度「HTLV-1の母子感染予防対策保健指導マニュアル（改訂版）
山野嘉久改変 そして私は

どうなるの…？

授乳中のお母さんのフォロー

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の現状－３
都道府県母子感染対策協議会
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HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の課題－１

相談体制の周知、正しい知識の普及、啓発

パンフレット 厚労科研内丸班による連続公開講演会・
シンポジウム

19



HTLV-1関連疾患に関する情報

疾患や感染の知識

専門医や専門となる医療機関情報

検査方法や判定保留時の対応に関
する情報

HTLV-1キャリアのコミュニティーやカ
ウンセリングに関する情報

その他

育児、授乳方法に関する情報

貴相談支援センター向けにATL
患者、HTLV-1キャリア向けの相
談支援の取り組みとして、どのよ
うな情報が必要ですか。

厚生労働科学研究「HTLV-1キャリア・ATL患者に対する相談機能の強化と正しい知識の普及の促進」（内丸班）Ｈ24年度Ｈ分担研究報告書 渡邊清高による

全国397がん拠点病院相談支援センターを対象と
する郵送法による調査
回答数246（回収率６２％）

すべてのがん拠点病院においてATL/HTLV-1キャリアに対応することは現実的に困難

相談体制の整備のためにはさらに集約された拠点施設を設置することも必要か

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の課題－２
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HTLV-対策 HIV対策 ウイルス肝炎対策

感染者数 約１０８万人
約2万３０００人

（凝固因子感染者除く）
約２１０～２８０万人

（B型、C型合わせて）

年間新規診断数
５０００～６０００人

（推定）
１５００～１６００人

Ｂ型2000人、Ｃ型400人
（推定）

相談施設
保健所

がん拠点病院（相談支援セ
ンター）

保健所
拠点病院

肝疾患拠点病院（肝疾患
相談センター）

拠点 なし
ブロック拠点病院

中核拠点病院
都道府県拠点病院

都道府県肝疾患拠点病院

中核拠点 なし エイズ治療研究センター 肝炎・免疫研究センター
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HTLV-1キャリア・ATL対応病院

保健所
周産期
施設

都道府県HTLV-1母子感染対策協議会母子感染対策協議会

都道府県HTLV-1母子感染対策協議会の役割の明確化

HTLV-１キャリア・ATL患者相談対応の課題－３

授乳指導やその後の相談支援を受けるための連携体制の構築が重要であり、地域の実情を踏まえ、
都道府県のHTLV-1母子感染対策協議会等での検討が必要 22



HTLV-1キャリア相談体制 現状と課題 まとめ

HTLV-1総合対策により保健所におけるHTLV-1抗体検査と相談の体制が、またがん

拠点病院相談支援センターにおけるATL患者、家族に対する相談の体制が構築さ

れ、各都道府県や全国レベルの研修会が開催されるなど体制の整備が行われてい

る。

保健所、相談支援センターとも利用者数が必ずしも多くない。いずれもHTLV-1に関す

る相談施設としての認知度が低い可能性が推測され、整備された体制とニーズを結

びつけるため、相談体制の積極的な広報が必要と考えられる。

病院における相談も、「キャリア相談」の標準が必ずしも共有されておらず、十分な相

談が行われていない可能性があり、標準化のために「Q&A集」の作成や全国研修会な

ど対策が取られている。さらなる全国的な均てん化のためには、中核的な施設の設置

も検討されるべきかもしれない。

キャリア妊婦に対する体制は、妊婦の抗体検査の一律公費負担化により大きく前進

し、授乳に関する指導が行われるようになった。授乳指導やその後の相談支援を受け

るための連携体制の構築が重要であり、地域の実情を踏まえ、都道府県のHTLV-1

母子感染対策協議会等での検討が必要と考えられる。 23


